第2889号　　　2007年11月4日                                                     　　　　教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしの戒めを保ち、それを守る人は、わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たしを愛する人です。わたしを愛する人は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしの父に愛され、わたしもその人を愛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、わたし自身を彼に現わします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネ１４：２１
　　                                       　　　　神のものは神に    マタイ ２２：１５－２２
自分のものは自分のもの、自分の人生も自分のもの、しかし人生の目的が分からない、という人が多くいます。初めから人生計画を立ててこの地上に現われてきた人は一人もいないし、親でもどのような子が産まれてくるか分かりません。神のご計画によって、一人ひとりがそれぞれの人生の目的を達成するために、この地上に命が与えられて生かされていることを聖書は教えています。
1.  イエス・キリストを取り巻く環境
イエス・キリストは、みじめな境遇の中にいる人々、一般社会からつまはじきにされていたような人々、希望のない人生に失望した人々、罪人といわれた人々に、神の赦しと無限の愛を語って救いの手を差し伸べて立ち上がらせました。他方この世の権力や有利な立場にあってそれに甘んじていた人たちには、聖く正しく、愛と恵みに満ちたイエスキリストの存在を煙たく思い、心の奥底まで見通され、不義を指摘されたことに敵意を強くしていきました。信仰があるといわれている人でも自分の利害関係が気になる人は、正しい判断をすることが難しくなり、屈折したものになることは、昔も今も同じです。特権階級の立場にあった人たちが徒党を組んで、イエス・キリストを陥れる策略をしました。彼らはお互いに違った考えをもち、信仰も違い、複雑な感情で日ごろ仲が悪い間柄でも、共通の敵（敵ではないけれど彼らにはそう思えた。）が現われたときには、安逸や地位を守るためにがっちりと結託して立ち向かいました。
２．カイザルのもの
カイザルとはローマ皇帝の称号ですが、イスラエルはローマ帝国の支配下にあって、圧政に苦しんでいました。一部の特権階級を除いて、イスラエルの人々の切なる願いは、ローマ帝国の支配から解放されて独立することでした。そのため、大小の革命運動が起っては鎮圧される、ということが繰り返されていました。イエス・キリストを陥れようと策略する人たちは、このような社会的状況を利用しようと謀りました。首謀者たちはまわし者たちを送って、言葉のわなを仕掛けようとしました。「ほめ殺し」という言葉がありますが、偽善的なへつらいの言葉をもって彼らはイエス・キリストに近づいてきました。彼らがいうように、確かにイエス・キリストは真実で、公平にして正しく、真理に基づいて神の道を教えていましたが、彼らの意図は別のところにありました。イエス・キリストへの質問は、ローマに税金を納めることに関するものでした。もしローマに税金を納めるべきと答えれば、イエス・キリストは聖書の教えに反し（申17:15）、またイスラエルの裏切り者と罵倒され、もし税金を納めなくてよいと答えると、ロー
マ帝国への反逆者として訴えることができました。どちらに答えても困るこの両刀論法の悪質な質問に対して、イエス・キリストは彼らが使用しているデナリ貨幣をもってこさせて、彼ら自身が答えをだすようにさせました。「これは、だれの肖像ですか。だれの銘ですか。」とたずね、彼らは「カイザルのです。」と答えました。「それなら、カイザルのものはカイザルに返しなさい。そして神のものは神に返しなさい。」とイエス・キリストはいわれました。イエス・キリストの英知による完璧な答えに彼らは驚嘆し、誰も返す言葉がありませんでした。ここでイエス・キリストは「納める」という言葉から、「返す」という言葉を使っています。「返す」という言葉には、負債という意味が含まれています。カイザルの所有のものやその特権を受けているものを、カイザルに返すのは当然の義務である、

とイエス・キリストはいわれました。また、人は神の恵みにどのように答えるかが、さらに大切な課題です。
３.　神のもの
人はだれでも社会の一員として、この世の法律や秩序に従うべきですが、神によって神の像に造られたもので、もともとは神に属する光栄ある存在です（創1:26、27）。人間は神の像に造られたという光栄ある存在です。人間は神によって命の息を吹き入れられ、霊的に生きるものとされ（創2:7）、神を知り得る能力が与えられています。人間
は、身体の構造と機能においては動物と共通するところが多くありますが、霊的に造られたところが動物と本質的に異なるところです。人間は神のものであるべきはずですが、罪を犯して神から離れ、この特権を失いました。神はこの失った特権を買い戻すために、御独り子、キリストの十字架上で流された血潮をもて罪の代価を支払いました。私たち一人ひとりの全存在を神のものとして神にお返しし、神の御心にしたがって生き、人生の目的である神の栄光をあらわし神を喜びつつ、与えられた人生を全うしていくべきです。
天と地の全てのものは、創造主である神のものです（創1:1; 詩24:1; 89;11）。アメリカでは１１月２２日に感
謝祭を祝います。信仰の自由を求めて清教徒たちが渡米し、厳寒と疫病のために半数以上が倒れた深刻の時でも、なお神と人々に感謝しました。１２月には世界の国々でクリスマスを祝います。神がベストのもの、救い主イエス・キリストを私たちに与えてくださいました。私たちは人生において、何をもって神にお返ししていくべきかを示していただいて、実行できるように、祈って御心を求めていきましょう。　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞
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